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研究成果の概要（和文）：本研究は、新らたに考案した体幹伸展筋に対する筋持久力評価が筋持久力の指標にな
り得るか否かを検討することを目的とした。さらに健常者と患者群のデータを比較して、患者の体幹伸展筋持久
力の特徴を検討する研究を実施した。
この体幹伸展筋に対する筋持久力評価では、患者の保持時間は健常者に比べて有意に短縮されることがわかり、
持続的な体幹筋による保持が可能かどうかを判定することが可能である。実際に新たに考案した体幹伸展筋に対
する筋持久力評価は、筋持久力の指標になり得るという結論に至った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine whether the newly developed method 
of assessing muscle endurance in trunk extensors could be used in clinical practice. In addition, 
this study compared data from healthy subjects and a group of patients to examine the 
characteristics of trunk extensor endurance in patients.
This assessment of muscular endurance for trunk extensor muscles showed that the patients' retention
 time was significantly shorter than that of healthy subjects. This result can be used to determine 
whether sustained trunk muscle retention is possible. In fact, we concluded that the newly devised 
muscle endurance assessment for trunk extensor muscles could be a measure of muscle endurance.

研究分野：理学療法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究における新たな腰背部体幹筋の筋持久力評価が筋持久力の指標になり得るという結論に至ったことによっ
て、根拠をもった理学療法の実践のみならず、研究分野においても一つの指標として広まり、活用されていくと
いう点において大きな意義をもつと考える。また、一つの根拠が明らかになることで患者治療の質の向上につな
がることが考えられ、今後の臨床治療および臨床研究の発展に寄与することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本邦は高齢社会に突入して対象者の身体的状態や訴えに、大きな変化が起きている。その変

化の中で着目したのが腰背部体幹筋の筋持久力である。腰背部体幹筋の筋持久力評価は複数の

評価方法が存在するが、現状の日本で適応することが難しいことが臨床現場で明らかとなり、

新たな評価方法を考案して、その基礎研究を実施する計画を立てた。 
 
２．研究の目的 
 

図1に示す姿勢での運動課題において 

表面筋電計を用いて筋活動を計測し、 

周波数を算出して経時的変化を比較 

検討する。また、身体機能との関連性 

も検討する。健常者および脊柱後弯症 

患者を対象として、正常な背筋群の周波数と脊柱後弯症に特徴的な周波数を比較検討

する。 

・健常者および脊柱後弯症患者における腰背部体幹筋の筋持久力評価の保持時間と周

波数の変化を比較 

・筋持久力の特徴および身体機能との関係性 

 
３．研究の方法 

対象は脊椎疾患および脊柱変形の既往がない健常成人６４名および脊柱後弯症患者

６４名として、書類の掲示で対象を募集した。運動課題は、図1で示した「臀部挙上」

および「上肢挙上」の2種類を用いて、それぞれ第2／第4 腰椎高位の傍脊柱筋（腰背

部体幹筋下部）および第10／第12胸椎高位の傍脊柱筋（腰背部体幹筋上部）の評価と

して実施する。筋の周波数の測定には表面筋電計を用い、腰背部体幹筋上下部を導出

筋とする。検討するパラメータは運動課題実施時の筋活動量を正規化して周波数を算

出する。周波数の経時的変化を比較検討および身体機能との関連性を検討した。 
 
４．研究成果 

健常者は、上肢挙上時における T10 高位の中間周波数の結果が T10 高位の開始時に比べて 120

秒後において有意な低下を認めた（図 2）。また，殿部挙上時における L2 高位の中間周波数は，

L2 および L4 高位の開始時に比べて 120 秒後において有意な低下を認めた（図 3）。 

 
 

 
 
 
 
 
以上の周波数の変化から、腰背部体幹筋の筋持久力評価は図 4に示す指標で実施するこ
とが明らかとなった。 

 
図 1：腰背部体幹筋の持久力評価 

図 2： 上肢挙上時の周波数変化 

左；T10高位 右；T12高位 

図 3： 殿部挙上時の周波数変化

 左；L2高位 右；L4高位 



 

 
 
 
 
 

また、この体幹伸展筋に対する筋持久力評価では、患者の保持時間は健常者に比べて有意に短

縮されることがわかった。健常者においては 60 秒～90 秒程度の保持が可能であるが、脊柱後

弯症患者においては 30秒程度の保持時間に短縮している。 

一連の本研究の結論は、新たに考案した体幹伸展筋に対する筋持久力評価は筋持久力の指標

になり得るという結論に至った。さらに、脊柱後弯患者などの変形による姿勢の悪化が見られる

ような患者のように姿勢を保持するという一つに課題を遂行できない場合、一つの原因が筋持

久力の低下が存在するという裏付けの評価として利用できる可能性が高いことがわかった。し

かし、現段階では痛みを伴う場合などにおいて、評価結果に与える影響が明確ではないことが一

つの課題として残っている。今後は、上記のような痛みなどを含めた様々な状況にも対応するこ

とができる評価として確立できるように、さらなる研究を継続していく予定である。 

 

図 4： 左；殿部挙上による腰椎高位傍脊柱筋筋持久力評価 

右：上肢挙上による腰椎高位傍脊柱筋筋持久力評価 
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